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はじめに
本インストール ガイドの内容

本マニュアルでは FactoryTalk View Machine Edition (ME) の製品とシステム、イン

ストール前にシステムで実行すべきタスク、詳しいインストール手順、
FactoryTalk アクティベーションを使用してインストールした製品のライセンスを

有効にする方法、アプリケーションを展開するためのタスク、および既存シス
テムのアップグレード方法について説明します。

本インストール ガイドの内容は、新しいシステムや既存のシステムでのインス

トール時に使用するであろう順序で表示されます。

FactoryTalk View Machine Edition の基本では、FactoryTalk View Machine 
Edition (ME) システム (第 1 章) のソフトウェア コンポーネントやレイアウト

について説明します。

パソコンでの FactoryTalk View のインストールやアクティベーションでは、

完全なインストール時に表示される画面を順に説明します (第 2 章)。

PanelView Plus Station で FactoryTalk View ME を実行するには、Rockwell 
Automation 端末でのアプリケーションのインストールや実行に関する情報が

含まれます (第 3 章)。

パソコンで FactoryTalk View ME Station を実行するでは、コンピュータでの

アプリケーションのインストールや実行について説明します (第 4 章)。
v
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•  

•  
•  

•  
•

FactoryTalk View マニュアルについて

FactoryTalk View インストール ガイドに加え、FactoryTalk View ドキュメント 
セットには以下が含まれます。

FactoryTalk View Machine Edition ユーザーず ガイドには、FactoryTalk 
View ME アプリケーションの設計および開発に関する包括的な情報が含

まれています。

ユーザーズ ガイドは、FactoryTalk View Studio のヘルプ メニュー、セット

アップ ウィザードを含むディスク、および Rockwell Automation 文書ライブ

ラリから PDF 形式で利用できます。

PanelView Plus Terminals ユーザーズ マニュアル には、FactoryTalk View 
Machine Edition と互換性のあるすべての端末のインストール、設定およびプ

ログラミングに関する情報が含まれます。

リリース ノート。FactoryTalk View と支援ソフトウェアをインストールおよ

び使用する前に、リリース ノートをお読みください。 

FactoryTalk View ME、FactoryTalk Services Platform (FTSP)、RSLinx Enterprise、
および RSLinx Classic 用リリースノートは FactoryTalk View DVD からご利用

いただけます。

オンライン ヘルプ。オンライン手順および参照情報は、FactoryTalk View ME 
Studio のヘルプ メニュー および FactoryTalk View ME アプリケーションの開

発に使用されるエディタおよびダイアログ ボックスから利用できます。

FactoryTalk View インストールでの情報の取得 
インストール時に表示されるほとんどのダイアログ ボックスには [View インス

トール ガイド] の選択肢が含まれます。[View インストール ガイド] をクリック

するとインストール ガイド PDF ファイルが開きます。
vi
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•  •  •  •  •
また、更新プログラムやプログラム機能に関する最新情報を含む、アプリケー
ションのリリース ノートを開くこともできます。この画面で、[インストールす

るソフトウェア製品を選択] ボックスの品目を選択してから、[選択した製品の

リリース ノートを表示する] をクリックします。 

本マニュアルの保存場所

インストール ガイドは、FactoryTalk View DVD、FactoryTalk View Studio のヘル

プ メニューおよび Rockwell Automation 文書ライブラリから PDF 形式で利用でき

ます。

文書ライブラリで、最新版のインストール ガイドおよびユーザーズ ガイドを探すには、文字列

「VIEWME」を含む発行番号を検索します。
vii
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•  

•  
•  

•  
•

その他のドキュメント

FactoryTalk View オンライン マニュアルを開くには、以下の手順

に従ってください

FactoryTalk View Studio for Machine Edition (ME) での作業中、FactoryTalk View 
Machine Edition ユーザーズ ガイド、インストール ガイド、およびリリースノー

トをオンラインで利用できます。

オンライン マニュアルを開くには、以下の手順に従ってください

1. FactoryTalk View Studio for Machine Edition を開きます。

2. [ヘルプ] メニューで [オンライン ブック] を選択し、必要なマニュアルを

クリックして開きます。

ドキュメント 説明

PanelView Plus 端末のユーザー 
マニュアル 2711P-UM006

PanelView Plus 6、PanelView Plus、
および PanelView CE 端末で 
FactoryTalk View ME をインストー

ル、設定および使用するためのタ
スクについて説明します。

アクティベートの方法 
発行 FTA-QS002

システムのすべてのコンピュータ
用にアクティベーションを取得し、
インストールします。

インストール時、オンライン マニュアルを表示できるよう、Adobe Reader をインストール

することができます。Adobe Reader の使用に関しては、製品のドキュメントを参照してく

ださい。
viii
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•  •  •  •  •
 Rockwell Automation テクニカル サポートへのお問い合わせ

マニュアルまたはインターネットで質問に対する回答が見つからない場合は、
以下のいずれかの方法で、Rockwell Automation テクニカル サポートまでお問い

合わせください:

電話: 1-440-646-3434

オンライン: http://support.rockwellautomation.com

サポートの受付時間は、休日を除く月曜から金曜の午前 8 時から午後 5 時まで 
(米国およびカナダの現地時間) です。

Rockwell Automation テクニカル サポートに電話するときは

電話をおかけになる前に、コンピュータを起動させ、以下の情報をお手元に準備
しておいてください。

製品のシリアル番号とプロダクト キーは、製品のソフトウェア DVD に同封

されているアクティベーション証明書に記載されています

FactoryTalk View 製品のバージョン番号

FactoryTalk Services Platform のバージョン番号

接続性 (RSLinx Enterprise または RSLinx Classic) バージョン番号

使用しているハードウェアのタイプ

コンピュータにインストールされている他の Rockwell Automation 製品の名前

コンピュータに表示されたメッセージがある場合は、その正確な文言

発生した問題の状況、および問題が発生したときの操作内容

問題を解決するために実行した操作内容
ix
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1 FactoryTalk View Machine Edition システム

の基本

FactoryTalk View (FactoryTalk View Machine Edition Station および FactoryTalk View 
Studio ME を含む) は、HMI アプリケーションの開発時間と研修時間を短縮でき

るよう、共通の外観と雰囲気、ナビゲーションを使用して設計されたヒューマン 
マシン インターフェイス (HMI) ソフトウェア製品です。

Rockwell 自動化統合アーキテクチャをサポートする FactoryTalk View は、ネット

ワーク全体でスタンド アロン マシン レベルのアプリケーションを監視レベルの 
HMI アプリケーションへと広げるよう作られた監視および制御ソリューション

の拡張可能かつ統合されたパッケージの一部です。このパッケージは生産性の
向上、運営費の削減、および品質の改善を実現できるよう、共通の開発環境、
アプリケーションの再使用およびアーキテクチャを提供します。

FactoryTalk View には PC ベースの開発ツールである FactoryTalk View Studio for 
Machine Edition、FactoryTalk View Machine Edition Station for Windows、および 
FactoryTalk View Site Edition などが含まれます。

FactoryTalk View Machine Edition について

FactoryTalk View Machine Edition (FactoryTalk View ME とも言う) は、マシンや小型

プロセス用のマシン レベルの HMI ソフトウェア製品です。FactoryTalk View 
Machine Edition は、PanelView Plus 端末や Windows デスクトップ ソリューション

などの複数のプラットフォームで一貫したオペレータ インターフェースを可能に

します。 

FactoryTalk View Studio ME は、コンポーネントベースのアーキテクチャやシン

グル タグの作成、接続性アプリケーションといった強力で信頼性の高いプロセ

ス監視を構築するために必要なツールすべてを提供します。
1
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FactoryTalk View ソフトウェア

FactoryTalk View Machine Edition は、コンピューターおよび PanelView Plus 端末上

での HMI を開発および実行するための統合ソフトウェア パッケージです。

FactoryTalk View ME システムは単なる HMI 端末ではありません。RSLinx 
Enterprise や RSLinx Classic などの FactoryTalk Services Platform およびデータ通信

製品も含まれています。

FactoryTalk View Studio for Machine Edition
FactoryTalk View Studio for Machine Edition (ME) は、FactoryTalk View ME HMI ア
プリケーションの開発および検証用の設定ソフトウェアです。FactoryTalk View 
Studio ME には、完全なアプリケーションを構築するためのエディタのほかに、

構築したアプリケーションを検証するためのソフトウェアが含まれています。
エディタを使用して、必要に応じて、単純な、または複雑なアプリケーションが
構築できます。
2



1 • FACTORYTALK VIEW MACHINE EDITION システムの基本
•  •  •  •  •
FactoryTalk View Machine Edition Station for Windows
FactoryTalk View ME システムは、PanelView Plus 6、PanelView Plus、PanelView 
Plus CE、Rockwell 産業用コンピューターまたは対応する Microsoft Windows オペ

レーティング システムを実行中のその他の産業用コンピューター上で使用する

ためのサーバーをパッケージにした、従来のスタンド アロン HMI ソリューション

です。 7 ページの「システム要件」を参照してください。

FactoryTalk Services Platform

FactoryTalk Services Platform は、制御システム内で使用されるすべての FactoryTalk 
製品とアプリケーション向けの共通のサービス (診断メッセージ、ヘルス モニタ

リング サービス、およびリアルタイム データへのアクセスなど) を提供します。

FactoryTalk Services Platform は自動的にインストールされます。 

FactoryTalk Administration Console
FactoryTalk Administration Console は、複数のアプリケーションの開発、管理および

保護のためのスタンドアロン ツールです。

FactoryTalk Security 
FactoryTalk Security は、FactoryTalk Directory でのユーザー認証および許可権限を

一元化します。

FactoryTalk Live Data
FactoryTalk Live Data は、FactoryTalk 製品とデータ サーバー間の接続を管理します。

FactoryTalk View ME アプリケーションにおけるデータ通信の詳細は、

『FactoryTalk View Machine Edition ユーザーズ ガイド』第 5 章「通信のセット

アップ」を参照してください。

FactoryTalk Diagnostics
FactoryTalk Diagnostics は、FactoryTalk システム全体で生成されたアクティビティ、

ステータス、警告およびエラー メッセージへのアクセスを収集および提供します。
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•  

•  
•  

•  
•

FactoryTalk Activation
FactoryTalk Activation サービスは Rockwell Software 製品をアクティブ化し、ソフ

トウェアのアクティベーション ファイルを管理する、セキュアなソフトウェア 
ベースのシステムを提供します。詳細については、29 ページの「FactoryTalk 
View ソフトウェアのアクティベート」を参照してください。 

接続性

アプリケーションのデータをどのように取得するかにより、インストールする
通信ソフトウェアが決まります。

FactoryTalk View ME に同梱されている RSLinx Enterprise や RSLinx Classic ソフト

ウェアを使用するか、OPC (OLE for Process Control) 通信をサポートするその他の

ソフトウェアおよびデバイスを使用することができます。

RSLinx Enterprise
RSLinx Enterprise は、FactoryTalk テクノロジーを使用して構築された通信サー

バーで、FactoryTalk View Machine Edition アプリケーションの開発および実行を

支援します。

Allen-Bradley ローカル デバイスおよびリモート デバイス - 特に Logix5000 コン

トローラと通信する場合 - RSLinx Enterprise は特に FactoryTalk View アプリケー

ション用のデータ通信ソフトウェアに推奨されます。

RSLinx Classic
RSLinx Classic は、Logix5000 などの幅広い範囲のデバイスに通信を提供するソ

フトウェアです。RSLinx Classic は、HMI タグ データベースまたは RSLinx 
Enterprise から FactoryTalk Live Data (FTLD) タグを提供できる OPC Data Access 
v2.05a 準拠データサーバーです。RSLinx Classic はパソコンでのみ使用できます。

例えば、RSLinx Classic をインストールして使用すれば、DH+ (Data Highway +) 
ネットワークからのデータの提供、複雑なブリッジングおよびルーティングの
サポート、そしてコントローラから RSLinx への予期しないメッセージのサポー

トが可能になります。 

RSLinx Enterprise FactoryTalk View アプリケーションでは自動的にインストールされます。

FactoryTalk View ME に同梱されている RSLinx ソフトウェアや、OPC (OLE for Process 
Control) 通信をサポートするその他のソフトウェアおよびデバイスを使用することができます。
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1 • FACTORYTALK VIEW MACHINE EDITION システムの基本
•  •  •  •  •
FactoryTalk View DVD

FactoryTalk View DVD は、単一のコンピュータに限定されたローカル アプリ

ケーション、またはネットワーク上で接続されている複数のコンピュータを含
む分散制御システムの開発および実行に必要なすべてのソフトウェアを提供し
ます。

ニーズによっては、FactoryTalk View アプリケーションの構造は工場またはプロ

セスの様々な部分を表します。これらの要件に対応するために、セットアップ
ウィザードには次の FactoryTalk View programs プログラムが含まれています。 

Studio for Machine Edition

Machine Edition Station for Windows

スタンド アロン RSLinx Enterprise Server

スタンド アロン FactoryTalk Directory server

 

また、セットアップウィザードプログラムから、追加の FactoryTalk View Site Edition アプリ

ケーションをインストールすることができます。 
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•  

•  
•  

•  
•
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2 • Placeholder
2 パソコンでの FactoryTalk View のインス

トールとアクティベート

この章では、以下について説明します。

システム要件

FactoryTalk View Machine Edition および関連ソフトウェアのインストール

FactoryTalk View ソフトウェアのアクティベート方法

システム要件

FactoryTalk View Studio ME を実行するための推奨要件は、以下のとおりです。

パソコン Intel Pentium 4 プロセッサ (2 GHz 以上推奨)。 

メモリ (RAM)。1 GB (以上)、32 ビットシステム用 64 ビットオペレーティン

グシステムでは 2 GB 以上必要です。

ハードディスク領域。1.5 GB 以上。

オペレーティング システム。 

FactoryTalk View Studio は、オリジナルの Microsoft メディアからインストールされた

オペレーティング システムでのみ検証およびサポートされています。コンピューター

ベンダーによってインストールされたオペレーティングシステムについては、「ナレッ

ジベース記事 26842」を参照してください。

オペレーティング システム 32 ビット 64 ビット

Windows 7 Ultimate (Service Pack 1) X

Windows 7 Professional X X

Windows 7 Professional (Service Pack 1) X X

Windows 7 Enterprise Edition (Service Pack 1) X

Windows Server 2008 R2 Standard Edition X

Windows Server 2008 R2 Enterprise Edition 
(Service Pack 1)

X
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•  

•  
•  

•  
•

タスクの概要: FactoryTalk View ソフトウェアのインストール

本セクションのチェックリストには、FactoryTalk View Machine Edition および

支援ソフトウェアのインストールに含まれる基本タスクが要約されています。
FactoryTalk View セットアップ ウィザードはインストール時に含めるアプリケー

ションとツールを自動判別します。 

FactoryTalk View のインストールのためのタスク チェックリスト

ソフトウェアをインストールするユーザーが Windows の管理者権限を持って

いることを確認してください。

自動 Windows Update を無効にする。

インストールまたはアップデートするすべての製品のシリアル番号を用意し

ておいてください。シリアル番号は一般的にインストール メディアのオリジ

ナル パッケージに記載されています。

インストール時に操作アプリケーションのアップグレードまたはコンピュー

タの置き換えを選択した場合のシステムの定期ダウンタイム。

Windows Server 2008 R2 Standard Edition 
(Service Pack 1)

X

Windows Server 2008 Standard Edition 
(Service Pack 2) 

X X

Windows Vista Business (Service Pack 2) X

Windows XP Professional (Service Pack 3) X

Windows Server 2003 R2 Standard Edition 
(Service Pack 2)

X X

オペレーティング システムを以前のバージョンから Windows XP Professional 
にアップグレードする場合は、アップグレード方法について Answer ID 29104
(旧称、技術文書 #P88739858) を参照してください。推奨する手順に従わない

と、FactoryTalk View アプリケーションの構築や使用ができなくなります。

オペレーティング システム 32 ビット 64 ビット
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2 • パソコンでの FACTORYTALK VIEW のインストールとアクティベート
•  •  •  •  •

2 • Placeholder
現在の Windows ユーザーが管理者権限を持っていることを確認

します

インストール プロセスの一環として、FactoryTalk View はプログラム フォルダを

作成し、レジストリ エントリを変更します。

このプロセスを成功させるには、ソフトウェアをインストールしているユーザー
はソフトウェアがインストールされているコンピュータ上で Windows の管理者

権限を持っている必要があります。

たとえば、Windows ドメイン管理者には、これらの権限があり、FactoryTalk 
View ソフトウェアをインストールすることができます。

自動 Windows Update を無効にする

Microsoft サービス パックのリリースおよび Windows オペレーティング システム

の更新をインストールすることは、コンピュータ上の FactoryTalk View ME コン

ポーネントの動作に影響を及ぼす可能性がある新しいソフトウェアを導入する
ことになります。 

Windows XP および Server 2003 で自動 Windows Update を停止す

るには

1. Windows のコントロール パネルを開き、[システム] をダブルクリックします。

2. [自動更新] タブで、[自動更新を無効にする] オプションを選択します。

Windows オペレーティング システムと Service Pack の互換性に関する詳細につい

ては、Rockwell Automation ナレッジベース Answer ID 20450 を参照してください。

Windows 7 の自動更新を停止するには、以下の手順に従ってください

1. [スタート] > [すべてのプログラム] > [Windows Update] をクリックします。

2. 左列で [設定の変更] をクリックします。

3. [重要な更新プログラム] ドロップダウン リストで [更新プログラムを確認し

ない] を選択します。

すべてのプロダクション コンピュータで Windows Update を無効にしてください。Update は、実

行中のアプリケーションのシャットダウンなど、予期せぬ動作を引き起こす可能性があります。
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•  

•  
•  

•  
•

4. [推奨される更新プログラムについても重要な更新プログラムと同様に通知

する] チェックボックスを選択します。

5. [すべてのユーザーにこのコンピューターへの更新プログラムのインストールを

許可する] チェックボックスをオフにします。

FactoryTalk View ソフトウェアのインストール

1. 必要があれば、すべての開いている Windows プログラムを閉じて、コン

ピュータの FactoryTalk View インストール DVD ドライブに DVD を挿入して

ください。

DVD が自動的に起動しない場合は、D:\FTView\Setup.exe を実行します。

ここでは、D は DVD を含むドライブのことです。

アップデートまたはインストールするコンピュータに対して Studio for 
Machine Edition または Machine Edition Station for Windows を選択します。

これらは、アプリケーションへ適用されない FactoryTalk View Site Edition 
の追加オプションです。

2. チェックボックスをオフにしない限り、Adobe Reader がインストールされま

す。インストール ガイド、ユーザーズ ガイドおよびその他のドキュメントを

開くには Adobe Reader が必要です。

Site Edition アプリケーションに関する情報は、『FactoryTalk View Site Edition イン

ストール ガイド』に記載されています。
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2 • パソコンでの FACTORYTALK VIEW のインストールとアクティベート
•  •  •  •  •

2 • Placeholder
3. リストから選択した後、セットアップ ウィザードには、インストールできる

さまざまなソフトウェア製品が自動的に表示されます。選択して、[次へ] を
クリックします。選択したアプリケーションによって、インストール手順が
決定します。 

4. 選択したアプリケーションのプロンプト画面に従います。インストールの一般
的な順番:

インストールするソフトウェア製品を選択する

セットアップ ウィザードは該当する Rockwell Automation ソフトウェアを

アンインストールします

ユーザー ID とシリアル番号

使用許諾契約書

前提条件の自動インストール

必要な Rockwell Software のインストール

FactoryTalk Services Platform

FactoryTalk View Studio for Machine Edition

FactoryTalk View Machine Edition Station for Windows

FactoryTalk Activation Manager

Rockwell Automation USBCIP ドライバ (または Rockwell Automation x64 
Driver for 64 bit system)

RSLinx Enterprise

RSLinx Classic (選択した場合)

Faceplates およびアドオンの説明 (選択した場合)

5. Factory Talk View Activation ソフトウェアを使用して新しいアプリケーションを

アクティベートします。

FactoryTalk View をはじめてインストールする場合は、FactoryTalk View インストール 
DVD に同封されているアクティベーション証明書のシリアル番号を確認してください。 
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•  

•  
•  

•  
•

インストールするソフトウェア製品を選択する

各 FactoryTalk View ME アプリケーションは、適切な基本的な Rockwell ソフト

ウェア製品とともに自動的にインストールされます。

インストール時、利用可能な場合はオプションのコンポーネントの選択を促す
メッセージが表示されます。

[インストールするソフトウェア製品を選択してください] と表示されたダイア

ログ ボックスには、3 つのオプションが表示される場合があります。

必須 (グレイアウトされ、チェックマークが入っている) ソフトウェアは、

選択したアプリケーションの一部として自動的にインストールされます。

推奨 (チェックボックスに緑色のチェックマークが入っている) は、Rockwell 
がそのアプリケーションに対して推奨するソフトウェアを表します。チェッ
クボックスのチェックマークを外し、インストールをしないよう選択するこ
ともできます。

オプション (チェックボックスはオフ) は、システムによっては含める可能性

のあるソフトウェアを表します。インストール時にソフトウェアを含めるに
は、ボックスにを選択します。

FactoryTalk View ME の各アプリケーションに対するソフトウェア製品の選択ダ

イアログ ボックスが下に表示され、選択可能な製品を示します。
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2 • パソコンでの FACTORYTALK VIEW のインストールとアクティベート
•  •  •  •  •

2 • Placeholder
いずれかのアプリケーションをクリックすると、右ウィンドウにステータスが
表示されます。ステータス メッセージにはインストール予定、既にインストール

されているかどうか、およびアップグレード予定であるなどがあります。
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•  

•  
•  

•  
•

FactoryTalk Activation
一部の製品では、FactoryTalk Activation Manager を使用してアクティベーションを

行う必要があります。以前別のアクティベーション方法を使用した場合であっ
ても、FactoryTalk Activation Manager を使用してすべての FactoryTalk 7.0 ソフト

ウェアをアクティベートする必要があります。 
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2 • パソコンでの FACTORYTALK VIEW のインストールとアクティベート
•  •  •  •  •

2 • Placeholder
セットアップ ウィザードは該当する Rockwell Automation ソフ

トウェアをアンインストールします

インストールの間、セットアップ ウィザードは置き換える Rockwell Automation 
ソフトウェアを識別します。プログラムは以下のダイアログ ボックスに表示さ

れているプログラムを自動的に終了します。 

[次へ] をクリックして先へ進みます。

この手順では、プロセス アプリケーションをシャットダウンすることはできません。インス

トールまたはアップグレードしているアプリケーションによっては、工場自動化システムが操

作不能となり、プロセスがシャットダウンされる可能性があります。このダウンタイムに対す

る準備と、会社のシステムのすべてがこれらのアプリケーションを終了させる準備が整ってい

ることを確認してください。
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•  

•  
•  

•  
•

ユーザー ID とシリアル番号

FactoryTalk View Studio ME をインストールする場合は、次にアプリケーションの

管理者のユーザー情報を設定します。

ユーザー名および組織はすべてのインストールにおいてオプションであり、必須
ではありません。シリアル番号から、購入いただいた FactoryTalk® View のバー

ジョンがわかります。アクティベーション キーを取得し、テクニカル サポート

へ電話するには有効なシリアル番号が必要です。有効なシリアル番号を入力しな
ければ、インストールを進めることはできません。シリアル番号情報は製品パッ
ケージに記載されています。 

シリアル登録情報を入力し、[次へ] をクリックします。
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•  •  •  •  •

2 • Placeholder
使用許諾契約書

使用許諾契約書 (EULA) には、権利と責任が記載されています。 

インストールされているアプリケーションによって、このページに複数の使用
許諾契約書が表示される場合があります。個別の使用許諾契約書は、テキスト 
ボックスの上に表示されます。

一部のソフトウェア製品は、各使用許諾契約書の条件に合意しない限り、提供
または利用できません。 

1. ダイアログ ボックスの一番上の使用許諾契約書を選択します。表示し、注意

深く読みます。

2. 各使用許諾契約書に対してこれを繰り返します。 

3. すべての使用許諾契約書を読んだら、[すべて同意する]をクリックします。

[同意しない] をクリックするとインストール プロセスを中止します。 
17
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•  

•  
•  

•  
•

ファイルの場所

Rockwell Automation ソフトウェアの場所を選択します。必要に応じて、プルダ

ウン メニューを選択して別のドライブの場所を参照します。
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2 • パソコンでの FACTORYTALK VIEW のインストールとアクティベート
•  •  •  •  •

2 • Placeholder
完全またはカスタムのセットアップ タイプを選択します

このダイアログ ボックスでは、アプリケーションのインストールに最も適した

タイプを選択できます。

を完了すると、セットアップ ウィザードで利用可能なすべてのコンポーネン

トをインストールします。 

カスタムのを使用すると、Rockwell ソフトウェア セットアップ手順の間にヘ

ルプやデモ アプリケーションなどのオプションのコンポーネントを選択でき

ます。
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•  

•  
•  

•  
•

SQL Server サインインまたはインストール

インストールの間、セットアップ ウィザードはコンピュータで互換性のある 
SQL サーバーが利用可能かどうかを決定します。 

Microsoft SQL Server 2008 R2 Express または Standard version FTVIEWx64TagDB 
インスタンスがローカルに存在する場合、セットアップ ウィザードは SQL 構成

ステップをスキップします。

まだインストールされていない場合、セットアップ ウィザードに新しいパス

ワードを促す画面が表示され、上記のパスワードを検証するよう求められます。
後から使用するときのために必ずパスワードを記録しておくようにしてください。

新しいパスワードは強力なパスワードでなければなりません。ダイアログ ボッ

クスの [ガイドライン] をクリックし、強力なパスワードの要件を確認します。 
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•  •  •  •  •

2 • Placeholder
強力なパスワードのガイドライン

強力なパスワードは他人によって容易に推測されず、コンピュータ プログラムを

使用して容易にハッキングできません。強力なパスワードには以下の禁止条件を
使用することはできません。 

空白または NULL 条件

パスワード

Admin

管理者

sa

sysadmin

強力なパスワードに、インストール コンピュータと関連付けられる以下の条件を

使用することはできません。 

現在マシンにログイン中のユーザー名

コンピュータ名

強力なパスワードは 8 文字以上で、以下の 4 つの条件のうち 3 つ以上を満たさな

ければなりません。 

大文字を含む

小文字を含む

数字を含む

#、%、^ などの記号を含む
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•  
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インストールする機能を選択する

カスタム セットアップを選択した場合、オプションの機能が利用可能であれば

この画面が表示されます。 

機能 (通常はでもアプリケーションとヘルプ) はオプションです。インストール

したいデバイスを選択して [次へ] をクリックします。 
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インストールの準備完了

すべての選択を行ったら、セットアップ ウィザードにインストールする前提条件

および Rockwell ソフトウェアが表示されます。

設定のサマリには、インストール プロセスに含まれるソフトウェアが表示さ

れます。

前提条件ソフトウェアは、Rockwell ソフトウェア アプリケーションをサポー

トするため、コンピュータで必要となります。

Rockwell Softwareアプリケーションは、スタンドアロン マシン レベルのアプ

リケーションを広げるよう作られた、監視および制御ソリューションの統合
パッケージ製品です。

前提条件のいずれかまたは Rockwell Software をクリックすると、[説明] ウィンド

ウに説明が表示されます。画面の下には選択したアプリケーションに必要なハー
ドディスク容量と、インストールするすべての製品に必要な空き容量が表示され
ます。

先へ進む準備が整ったら、[インストール] をクリックします。
23



FACTORYTALK VIEW MACHINE EDITION インストール ガイド
•  

•  
•  

•  
•

前提条件の自動インストール

FactoryTalk View セットアップ ウィザードは自動的に必要なアプリケーションを

検出し、コンピュータ上にないものをインストールします。各前提条件のイン
ストール中、希望すればキャンセル を選択することもできます。

.NET Framework 3.5 Service Pack 1

FactoryTalk Diagnostics

Windows ファイアウォール設定ユーティリティ

Microsoft SQL Server 2008 R2 Express for the HMI tag database

Sentinel LDK

Microsoft SQL Server Compact

必要な Rockwell Software のインストール

前提条件をインストールした後、セットアップ ウィザードは前に選択されたす

べての Rockwell ソフトウェアを自動的にインストールします。インストールは

自動的に行われ、ユーザーから入力を行う必要はありません。 
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2 • Placeholder
Faceplates and Add-On Instructions
Faceplates and Add-On Instructions は、インストールするアプリケーションによっ

て推奨またはオプションです。このアプリケーションを選択すると自動的にイン
ストールします。
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FactoryTalk View のインストールを完了するには

FactoryTalk View ソフトウェアのインストールが完了すると、[セットアップの

完了] ダイアログ ボックスが開きます。

インストールされたコンポーネントのアクティベーションへ直接進むには、[終
了] をクリックします。[FactoryTalk アクティベーションを使用して製品をアク

ティベートする] のチェックボックスをオフにして、アクティベートせずに終了

することもできます。29 ページの「FactoryTalk View ソフトウェアのアクティ

ベート」を参照してください。

アクティベーションを開始する前にコンピュータを再起動するよう求めるメッ
セージが表示されます。
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インストール後の手順

FactoryTalk View Machine Edition がインストールされた後、最終的な手順が必要

となる場合があります。

27 ページの「製品アップデートのインストール」

29 ページの「FactoryTalk View ソフトウェアのアクティベート」

32 ページの「SQL Server 2008 Express インスタンスを作り直す」 (必要な場合

のみ)

製品アップデートのインストール

FactoryTalk View コンポーネントのいずれかをインストールした後、システム上

のソフトウェア製品のパッチを探し、インストールする必要があります。パッチを
検索するには、Rockwell Automation ナレッジベースで 「パッチ TOC」(目次) を
検索します。TOC には、お使いのソフトウェアで利用可能なすべてのパッチが

表示されます。http://rockwellautomation.custhelp.com/ へ移動し、[ナレッジベース

検索] タブを選択します。

パッチ TOC は、特定の製品およびバージョンについてリリースされた更新を説明

し、ソフトウェアがインストールされているコンピュータに更新をダウンロード
およびインストールするための手順を提供するものです。

Studio for Machine Edition、FactoryTalk Services Platform、RSLinx Enterprise、および 
RSLinx Classic など、インストールされた各製品には独自のバージョン固有の

パッチ TOC があります。

Rockwell Automation ナレッジベースのパッチ TOC を検索するには

1. Web ブラウザのアドレス バーで「https://rockwellautomation.custhelp.com/」と

入力し、Enter を押します (登録またはログインが必要となる場合があります)。
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2. Rockwell Automation サポート センター ページで、[ナレッジベース検索] タブ

の下矢印をクリックします。[製品別] をクリックします。 

3. [ソフトウェア] までスクロールし、[FactoryTalk View ME] をクリックします。

[検索] ボックスで、[パス TOC] と入力し、[検索] をクリックします。
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2 • Placeholder
検索結果から、FactoryTalk View DVD からインストールしたすべての製品に

関連するパッチ TOC を探してください。必要に応じて、次のような最近イン

ストールされたその他のアプリケーションに対し、追加の検索を行います。

FactoryTalk Services Platform

RSLinx Enterprise

RSLinx Classic

FactoryTalk View ソフトウェアのアクティベート

FactoryTalk View Machine Edition およびその他の Rockwell Automation 製品を継続

して使用するには、ソフトウェアを実行しているコンピュータがアクティベー
ション ファイルにアクセスできる必要があります。PanelView Plus、PanelView 
Plus CE、および PanelView Plus 6 端末では、アクティベートは必要ありません。 

FactoryTalk View ソフトウェア コンポーネントに対するアクティベーションを管

理および提供するには、FactoryTalk View と一緒にインストールされた

FactoryTalk Activation Manager ソフトウェアを使用します。

FactoryTalk Activation について

FactoryTalk Activation は Rockwell Automation 製品をアクティブ化し、ソフトウェ

アのアクティベーション ファイルを管理する、セキュアなソフトウェア ベース

のシステムを提供します。

FactoryTalk Activation では、アクティベーション ファイルは電子的に生成、配布

されるため、物理的な「マスタ ディスク」や物理メディアは必要ありません。

FactoryTalk View 製品は 2 種類のアクティベーションを使用します。

フローティング同時アクティベーションはネットワーク上のアクティ
ベーション サーバーからチェックアウトされ、継続的なネットワーク接

続を必要とします。

借用同時アクティベーションはネットワーク上のアクティベーション 
サーバーからチェックアウトされた期限切れアクティベーションであり、
継続的なネットワーク接続は必要ありません。

その他の Rockwell Automation 製品が使用できるアクティベーションのタイプについては、

FactoryTalk View Activation Manager 製品マニュアルを参照するか、最寄の Rockwell 
Automation 営業所にお問い合わせください。
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FactoryTalk View がアクティベートされていない場合

たとえば、アクティベーション サーバーが利用できないため、または借用アクティ

ベーションが失効したためにインストールした FactoryTalk View コンポーネントを

アクティブ化できない場合、ソフトウェアはコンピュータ上で最大 7 日間実行

し続けます。 

7 日間の猶予期間により、重要なアプリケーションを中断することなく、アク

ティベーション取得の問題を修正するための時間が与えられます。アクティ
ベーションが 7 日間以内に復元されると、通常の動作を再開します。

アクティベーションが復元されないと、猶予期間が期限切れになります。猶予
期間の期限が切れた後、FactoryTalk View ME を再起動したときにアクティベー

ションがまだ使用できない状態にある場合、ソフトウェアは 2 時間デモ モード

で実行されます。デモ モードでは 2 時間のみ、5 ディスプレイ以下 (3 つのディ

スプレイを含む) のみを使用できます。

開発コンピュータ用にアクティベーションを借用する

アクティベーション サーバーが存在するネットワークに接続されたままになっ

ていることが開発コンピュータにとって都合が悪い場合は、アクティベーション 
サーバーに一時的に接続して一定時間のみ同時アクティベーションを借用して
から切断することが可能です。制限アクティベーションが失効すると、関連す
るソフトウェアはアクティブ化されなくなり、アクティベーションが自動的に
サーバーのアクティベーション プールから再び利用可能な状態になります。

借用できるのは FactoryTalk View Studio アクティベーションのみです。ネット

ワークから切断されたアプリケーションの開発中は、FactoryTalk View Studio ア
クティベーション キーはアプリケーション内のクライアントおよび HMI サー

バーによって共有され、すべての必要なコンポーネントを開発用に実行するこ
とが可能になります。

借用アクティベーションを使用するには、借用アクティベーションが使用されるすべてのサー

バーおよびクライアント コンピュータ上で FactoryTalk Activation 3.30 以降 (FactoryTalk 製品の 
DVD に付属) にアップグレードする必要があります。
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FactoryTalk View ソフトウェア コンポーネントのアクティベーション 
キー

Rockwell Automation アクティベーション Web サイトからダウンロードするアク

ティベーション ファイルには、購入したアクティベーション キーが暗号化され

た形式で含まれています。アクティベーション キーは、FactoryTalk View コン

ポーネントをアクティブ化するソフトウェアです。

異なるコンポーネントには異なるキーが必要です。例えば、FactoryTalk View ME 
Station は ME Station アクティベーション キーを使用します。 

FactoryTalk ViewMachine Edition 製品により使用されるアクティベーション キー

の一覧は、以下のとおりです。

複数のソフトウェア コンポーネント間でキーを共有する

同じコンピューター上で実行されている FactoryTalk View Studio の複数のインス

タンスは、コンポーネントが Terminal Services セッションで実行されていない限

り、1 つのキー (RSV.STUDIO) を使用できます。

アプリケーションでのその他の Rockwell Automation 製品のアクティブ化に必要なキーについ

ての情報は、製品マニュアルを参照してください。

このソフトウェア製品またはコンポーネントをアクティブ化
するには

以下のキーを
使用します

FactoryTalk View Studio for Machine Edition アプリケーションのみ RSVME.STUDIO

FactoryTalk View ME Station (ローカル アプリケーション)、
250 ディスプレイ

RSVME.250

FactoryTalk View ME Station、75 ディスプレイ RSVME.RUN

FactoryTalk View ME Station、25 ディスプレイ RSVME.30

FactoryTalk View ME Station、15 ディスプレイ RSVME.15
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SQL Server 2008 Express インスタンスを作り直す

SQL Server 2008 Express インスタンス FTVIEWx64TagDB は、FactoryTalk View 
Studio ME がアクセスするすべての FactoryTalk View ME タグ データを保存しま

す。SQL Server 2008 Express インスタンス FTVIEWx64TagDB をアンインストール

して再インストールする必要がある場合にのみ、SQL Server 2008 Express インス

タンス FTVIEWx64TagDB を手動で作り直す必要があります。

ユーザーがまだ実行していない場合は SQL サーバー インスタンスを作り直すよ

う求めるメッセージが表示される。要求されない限り、SQL Server 2008 Express 
インスタンスを作り直す必要はありません。

SQL Server 2008 Express インスタンスを作り直すには

1. 必要があれば、すべての開いている Windows プログラムを閉じて、コン

ピュータの FactoryTalk View DVD ドライブに DVD を挿入してください。

2. 起動しない場合は D:\FTView\Redist\SQLServer2008\SQLServerInstall.exe を
実行してください。ここで D:\ は DVD を含むドライブを意味します。

3. SQL Server インストール ウィンドウに SA アカウントのパスワードを 2 回入

力し、[OK] をクリックします。[ガイドライン] をクリックして SQL SA 強力

なパスワードの使用ガイドラインのクイックリファレンスを見るか、20 ペー

ジを参照してください。

4. ソフトウェアのインストールを完了するには、ウィザードの指示に従ってく
ださい。

インストールのサマリ

32 ビットのオペレーティング システムを実行中の場合、セットアップ ウィザー

ドは以下の操作を行います。

FactoryTalk Services Platform の共有コンポーネントのインストール。 

FactoryTalk View Studio ME または FactoryTalk View ME Station の \Program 
Files\Rockwell Software\RSView Enterprise へのインストール。このフォルダ

には、FactoryTalk View Studio ソフトウェアおよびツールが含まれます。

この手順では Windows Installer 4.5 および .NET Framework 3.5 SP1 が必須です。

64 ビットのオペレーティング システムを実行中の場合、ソフトウェアは \Program Files (x86) 
ディレクトリの下の同じパスを経由してインストールします (\Program Files ではない)。
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Microsoft SQL Server 2008 R2 Express の \Program Files\Microsoft SQL Server 
へのインストール。このフォルダには Microsoft SQL ファイルが含まれます。

RSLinx Enterprise の \Program Files\Rockwell Software\RSLinx Enterprise への

インストール。このフォルダには、 RSLinx Enterprise ファイルが含まれます。

RSLinx Classic の \Program Files\Rockwell Software\RSLinx へのインストール 
(オプション)。このフォルダには、 RSLinx Classic ファイルが含まれます。

グラフィック オブジェクトで使用するビットマップ イメージ ファイルを含

むフォルダの追加。このフォルダは以下に格納されています。
(Windows XP および Windows Server 2003) \Documents and Settings\All 
Users\Shared Documents\RSView Enterprise\Images
(Windows 7 Professional、Windows Vista および Windows Server 2008) 
\Users\Public\Public Documents\RSView Enterprise\Images

FactoryTalk View Studio のサンプル アプリケーションが含まれ、構築された

アプリケーションが保存されるフォルダの追加。このフォルダは以下に格納
されています。

(Windows XP および Windows Server 2003) \Documents and Settings\All 
Users\Shared Documents\RSView Enterprise\ME\HMI projects
(Windows 7 Professional、Windows Vista および Windows Server 2008) 
\Users\Public\Public Documents\RSView Enterprise\ME\HMI projects

ライブラリ ディスプレイで使用するグラフィック ライブラリのコンポーネン

ト ファイルおよびイメージ ファイルを含むフォルダの追加。このファイルは

以下に格納されています。
(Windows XP および Windows Server 2003) \Documents and Settings\All 
Users\Shared Documents\RSView Enterprise\ME\Libraries
(Windows7 Professional、Windows Vista および Windows Server 2008) 
\Users\Public\Public Documents\RSView Enterprise\ME\Libraries 

(オプション) Logix 5000 プロセス フェースプレートで使用するグラフィック 
ディスプレイ、グローバル オブジェクト ディスプレイおよびイメージ ファ

イルが含まれるフォルダの追加。このフォルダは以下に格納されています。
(Windows XP および Windows Server 2003) \Documents and Settings\All 
Users\Shared Documents\RSView Enterprise\ME\Faceplates
(Windows 7 Professional、Windows Vista および Windows Server 2008) 
\Users\Public\Public Documents\RSView Enterprise\ME\Faceplates 
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3 PanelView Plus、PanelView Plus CE 
および PanelView Plus 6 端末での 
FactoryTalk View ME Station の実行

この章では、以下について説明します。

システム要件

FactoryTalk View ME Station および関連するソフトウェアの再インストール

FactoryTalk View ME Station の起動とサンプルアプリケーションの使用

システム要件

PanelView Plus、PanelView Plus CE、および PanelView Plus 6 産業用コンピュータ

で FactoryTalk View ME Station を実行するための最小要件はつぎのとおりです。

詳細については、FactoryTalk View Machine Edition と互換性のあるすべての

端末のインストール、設定およびプログラミングに関する情報は PanelView 
Plus Terminals ユーザーズ マニュアル、発行 2711P-UM001 を参照してください。

PanelView Plus 
および 
PanelView Plus 
CE

PanelView 
Plus 6 - 400 
または 600

PanelView 
Plus 6 - 700 
~ 1500

使用できるメモリ 
(RAM)

64 MB 256 MB 512 MB

フラッシュ ストレージ

の空き容量

32 MB 512 MB 512 MB

オペレーティング シス

テム: Microsoft 
Windows CE

4.1 6.0 6.0
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インストール

PanelView Plus、PanelView Plus CE、および PanelView Plus 6 端末にはすべて 
FactoryTalk View ME Station がインストール済みです。 

起動

FactoryTalk View ME Station を手動で起動するか、または端末の電源投入時にプロ

グラムが自動的に起動するように設定することもできます。 

1. 端末のデスクトップで FTView ME Station アイコンをダブルクリックします。

2. \Windows\MERuntime.exe を見つけて MERuntime.exe をダブルクリックしま

す。FactoryTalk View ME Station ダイアログ ボックスが開きます。

自動起動

PanelView Plus、PanelView Plus CE、または PanelView Plus 6 端末の電源投入時に 
FactoryTalk View ME Station が自動的に起動し、特定のアプリケーションを実行

するように設定することができます。

アプリケーションの実行

PanelView Plus 6、PanelView Plus、または PanelView Plus CE 端末でアプリケー

ションを実行する前に、必ずアプリケーションを端末に移動させてください。 

アプリケーションの PanelView Plus 端末への移動と実行の準備に関する詳細につ

いては、『FactoryTalk View Machine Edition ユーザーズ マニュアル』の第 16 章、

「アプリケーションの PanelView Plus または PanelView Plus CE 端末への移動」を

参照してください。

サンプル アプリケーションの使用

FactoryTalk View Studio for Machine Edition (ME) には、製品の特徴を強調するサン

プル アプリケーションがついています。これらのアプリケーションの大部分に

は、2 つの異なる画面解像度のために設計された、2 つの実行時バージョンがあ

ります。

例:

objects_640x480.mer

objects_800x600.mer
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サンプル アプリケーションは開発用コンピュータ (FactoryTalk View Studio がイン

ストールされているコンピュータ) の以下のパスにあります。

(Windows XP および Windows Server 2003) \Documents and Settings\All 
Users\Documents\RSView Enterprise\ME\HMI projects
(Windows 7 Professional、Windows Vista および Windows Server 2008) 
\Users\Public Documents\RSView Enterprise\ME\HMI projects

HMI プロジェクトには、各サンプル アプリケーションのフォルダがあります。

サンプルの実行時アプリケーションを実行するには、以下の手順に
従ってください。

1. FactoryTalk View Studio ME を起動します。

2. サンプルアプリケーションを開きます。

3. [アプリケーション] メニューから、[ランタイムアプリケーションを作成する] を
選択します。

4. 必要に応じて、[ファイル名] ボックスでアプリケーションファイルに別の名

前を入力します。デフォルトのファイル名は、開発アプリケーションと同じ
名前です。

5. [名前を付けて保存] ボックスで、アプリケーションをどのバージョンの ME 
Station で実行するかを選択します。デフォルトの設定は「Runtime 7.0 アプリ

ケーション (*.mer)」です。

6. [開発アプリケーションへ変換] フレームで、変換オプションを選択します。

デフォルトの設定は [常に変換を許可する] です。このオプションを選択して

いる場合、.med ファイルの生成には毎回 .mer ファイルを使用することがで

きます。

7. [保存] をクリックします。

8. アプリケーションの .mer ファイルを PanelView Plus、PanelView Plus CE、また

は PanelView Plus 6 端末に移動し、アプリケーションの実行の準備をします。
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9. まだ開いていない場合は、FactoryTalk View ME Station を起動します。

10. [FactoryTalk View ME Station] ダイアログ ボックスで、[アプリケーションの

ロード] をクリックします。

11. サンプル アプリケーションの .mer ファイルを選択し、[ロード] をクリックし

ます。

12. 端末の現在の通信設定をアプリケーションの通信設定に置き換える場合は、
[はい] をクリックします。[いいえ] をクリックすると、端末の現在の通信設

定が保持されます。

[はい] をクリックすると、端末の設定が、アプリケーションの RSLinx 
Enterprise 通信設定で置き換えられます。新しい設定によりシステム フォル

ダの設定が上書きされることが警告されます。

13. 既存の設定を上書きする場合は、[はい] をクリックします。既存の設定を保

持する場合は、[いいえ] をクリックします。

アプリケーション名が、[FactoryTalk View ME Station] ダイアログ ボックスの 
[現在のアプリケーション] フィールドに表示されます。

14. アプリケーションを実行するには、[アプリケーションの実行] をクリックし

ます。
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3 • Placeholder
端末のアップグレード

必要な場合は、ファームウェア アップグレード ウィザードを使って、

PanelView Plus、PanelView Plus CE、および PanelView Plus 6 端末で FactoryTalk 
View ME Station を再インストールまたはアップグレードします。ウィザードは、

FactoryTalk View ME Station と RSLinx Enterprise、およびその他のプログラムを

再インストールします。

ファームウェア アップグレード ウィザードを使って、以下が実行できます。

使用中の端末へ差し込むことができるファームウェアのアップグレード カー

ドを作成します。

ネットワークによりパソコンに接続された端末 (PanelView Plus、または 
PanelView Plus CE、または PanelView Plus 6 のいずれか) のファームウェアの

更新

ファームウェア アップグレード ウィザードを起動するには、以下の

手順に従ってください。

1. 開発用コンピュータの Windows の [スタート] メニューから、[プログラム] > 
[Rockwell Software] > [FactoryTalk View] > [ツール] > [ME ファームウェア アッ

プグレード ウィザード] をクリックします。

開発用コンピュータとは、FactoryTalk View Studio がインストールされたコン

ピュータのことです。

2. ウィザードの指示に従って、端末のファームウェアを再インストールまたは
アップグレードします。

3. 詳細については、ファームウェア アップグレード ウィザードのヘルプを参照

してください。ファームウェア アップグレード ウィザードのインストール

および使用に関する情報は、Rockwell Automation Knowledgebase の Answer 
ID 25776 (旧称、技術文書 #A53040474) にもあります。

ファームウェアのアップグレードに何が含まれるかについては、Rockwell Automation 
Knowledgebase の Answer ID 33326 (旧称、技術文書 #Q154160016) を参照してください。
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4 • Placeholder
4 PC での FactoryTalk View ME Station の実行

この章では、以下について説明します。

システム要件

FactoryTalk View ME Station のインストール

FactoryTalk View ME Station の起動とサンプルアプリケーションの使用

システム要件

FactoryTalk View Machine Edition Station を実行するための推奨要件は、以下のと

おりです。

パソコン Intel Pentium 4 プロセッサ (2 GHz 以上推奨)。 

メモリ (RAM)。1 GB (以上)、32 ビットシステム用 64 ビットオペレーティン

グシステムでは 2 GB 以上必要です。

ハードディスク領域。1.5 GB 以上。

オペレーティング システム。 

FactoryTalk View Station は、オリジナルの Microsoft メディアからインストールされた

オペレーティング システムでのみ検証およびサポートされています。コンピューター

ベンダーによってインストールされたオペレーティングシステムについては、「ナリッ

ジベース記事 26842」を参照してください。

オペレーティング システム 32 ビット 64 ビット

Windows 7 Ultimate (Service Pack 1) X

Windows 7 Professional X X

Windows 7 Professional (Service Pack 1) X X

Windows 7 Enterprise Edition (Service Pack 1) X

Windows Server 2008 R2 Standard Edition X

Windows Server 2008 R2 Enterprise Edition 
(Service Pack 1)

X

Windows Server 2008 R2 Standard Edition 
(Service Pack 1)

X
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インストール

7 ページの「パソコンでの FactoryTalk View のインストールとアクティベート」を

参照してください

起動

FactoryTalk View ME Station を手動で起動するか、あるいは Microsoft Windows が
起動した際にプログラムが自動的に起動するように設定できます。 

FactoryTalk View ME Station をパソコンで起動するには、以下の

手順に従ってください。

Windows の [スタート] メニューから、[プログラム] > [Rockwell Software] > 
[FactoryTalk View] > [FactoryTalk View ME Station] をクリックします。

自動起動

Microsoft Windows の起動時に FactoryTalk View ME Station が自動的に起動し、

特定のアプリケーションを実行するように設定することができます。

アプリケーションの実行

コンピューターでアプリケーションを実行する前に、必ずアプリケーション .mer 
ファイルをコンピューターに移動させてください。

Windows Server 2008 Standard Edition 
(Service Pack 2) 

X X

Windows Vista Business (Service Pack 2) X

Windows XP Professional (Service Pack 3) X

Windows Server 2003 R2 Standard Edition 
(Service Pack 2)

X X

オペレーティング システム 32 ビット 64 ビット
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4 • Placeholder
サンプル アプリケーションの使用

FactoryTalk View Studio for Machine Edition には、製品の特徴を強調するサンプル 
アプリケーションがついています。これらのアプリケーションの大部分には、
2 つの異なる画面解像度のために設計された、2 つの実行時バージョンがあります。

例:

objects_640x480.mer

objects_800x600.mer

サンプル アプリケーションは開発用コンピュータ (FactoryTalk View Studio がイン

ストールされているコンピュータ) の以下のパスにあります。

(Windows XP および Windows Server 2003) \Documents and Settings\All 
Users\Documents\RSView Enterprise\ME\HMI projects
(Windows 7 Professional、Windows Vista および Windows Server 2008) 
\Users\Public\Public Documents\RSView Enterprise\ME\HMI projects

HMI プロジェクトには、各サンプル アプリケーションのフォルダがあります。

サンプルの実行時アプリケーションを実行するには、以下の手順に
従ってください。

1. FactoryTalk View Studio ME を起動します。

2. サンプルアプリケーションを開きます。

3. [アプリケーション] メニューから、[ランタイムアプリケーションを作成する] を
選択します。

4. 必要に応じて、[ファイル名] ボックスでアプリケーションファイルに別の名

前を入力します。デフォルトのファイル名は、開発アプリケーションと同じ
名前です。

5. [名前を付けて保存] ボックスで、アプリケーションをどのバージョンの ME 
Station で実行するかを選択します。デフォルトの設定は「Runtime 7.0 アプリ

ケーション (*.mer)」です。

6. [開発アプリケーションへ変換] フレームで、変換オプションを選択します。

デフォルトの設定は [常に変換を許可する] です。このオプションを選択して

いる場合、.med ファイルの生成には毎回 .mer ファイルを使用することがで

きます。

7. [保存] をクリックします。 

8. FactoryTalk View ME Station を起動します。
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9. [FactoryTalk View ME Station] ダイアログ ボックスで、[アプリケーションの

ロード] をクリックします。

10. サンプル アプリケーションの .mer ファイルを選択し、[ロード] をクリックし

ます。

11. 端末の現在の通信設定をアプリケーションの通信設定に置き換える場合は、
[はい] をクリックします。[いいえ] をクリックすると、端末の現在の通信設

定が保持されます。

[はい] をクリックすると、コンピューターの設定が、アプリケーションの 
RSLinx Enterprise 通信設定で置き換えられます。新しい設定によりシステム 
フォルダの設定が上書きされることが警告されます。

12. 既存の設定を上書きする場合は、[はい] をクリックします。既存の設定を保

持する場合は、[いいえ] をクリックします。

アプリケーション名が、[FactoryTalk View ME Station] ダイアログ ボックスの 
[現在のアプリケーション] フィールドに表示されます。

13. アプリケーションを実行するには、[アプリケーションの実行] をクリックし

ます。
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